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舞踊の効果的指導法の研究

日英のナショナル・カリキュラムにおける学習内容の比較を通して一一

小松恵理子

1.はじめに

23 

日本の公教育における，舞踊教育は教科体育の中で行われている。具体的に小学校体育科では，低学

年「基本の運動・模倣」及び中・高学年「表現運動」として，中・高校では「ダンス」として取り上げ

られている。その価値は「身体運動を用い自己の内面を表すjという活動を通じ，感性を豊かにし創造

性を養うことに認められている。

しかし，小学校教員に限らず，中学・高校の体育教員のように専門学部・学科を卒業した指導者もダ

ンス専門の教員以外はダンス指導を苦手とする者も少なくない現状がある。

教員養成機関である大学や短期大学では，卒業後現場での舞踊指導に当たる学生に，限られた時間の

中で舞踊の本質をはずさず効果的に楽しく学べる指導法に関する情報や実技提供の責任を有する。

そこで，本研究では創作する舞踊の教育的価値を提唱し，世界の舞踊教育の中にその影響力を及ぼし

たルドルフ・ラパンの思想、が浸透する英国のカリキュラム，授業実践等の舞踊教育の実態を明らかにし，

わが国の舞踊教育と比較することにより，より楽しく効果的な舞踊指導の為の方策を探ることを目的と

する。

2. 日英の舞踊教育の比較

1 )概要

わが国の体育は，身体訓練を中心とする戦前の「身体の教育J.戦後の教育の手段としての価値観に

由来する「運動による教育」という歴史的経過をたどり，現在は「運動の教育」すなわち，前者二者の

利点を踏まえながら運動そのものの「おもしろさ・楽しさ」を享受し生涯を通じて運動に殺しむ人間を

育てる体育が展開されている則。

その理念を受け，舞踊教育も既製作品を習い覚える舞踊教育から創造的芸術体験としての「表現運動・

創作ダンス」の名称が定着してきている。最近では，生涯教育の一環として「リズム型ダンスJ16)など

も取り上げられている。

一方英国(ここでは，主にイングランド及びウエールズ)は.19世紀後半の舞踊教育の既製ダンスを

習い覚えるものから.1938年ドイツからの亡命後のルドルフ・ラパン(["現代舞踊の父」と呼ばれ創作

舞踊の理論的基礎を築いた。)の影響を受け，多様な運動経験を提供し，創作する舞踊の教育が公教育

のなかに浸透していった。(表 l参照)6) 
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その後， 1988年英国教育改革案の中で舞踊が音楽との合科という消滅の危機に合い，当時の舞踊関係

者の敏速にして堅聞な協力のもとに，現在「体育jの中のー領域に存在し活性化している。しかし，舞

踊関係者は， r舞踊教育はプロセスかプロダクトか?Jの議論にみられるように，芸術的専門教育を強

化する動きもあり，他の芸術との関連が強調され，芸術科目としての独立も望まれているヘ

2 )ナショナル・カリキュラム(学習指導要領)

わが国の学習指導要領(教育課程の基準)は昭和33年から，それまで参考程度の手掛かり例示であっ

たものから法的拘束力をもっ存在へと変化し，現在にいたっている。日本での教育課程は「児童・生徒

の教育のために，学校が一定の観点から選定し，体系化した教育内容の系列」とされ，その具体的基準

である学習指導要領と各校の実情に応じて編成幻)される。表 2~ 5に掲げられているのは，学習指導要

基
本

の

運
動

模
倣
の
運
動

表 1)イギリスにおける体育科の目的・目標観の変遷

・・・身体的効果

…道徳性・社会性の育成

…レジャーへの準備

・H ・H ・....・H ・......・H ・..多様なムーブメント経験

・・・・・・・・技術習得

・・・・・・・・・美の教育

1900 15 30 45 60 75 90 

表 2)日英教育要領にみられる学習内容

日 本 英 国

1989年.学習指導要領による 1992年:The National Curriculumによる

寸主立一. 中交 キーステージ 1(5 ~ 7歳)

1 . 2 生徒たちは:

(動物)
移動・跳躍・回転・ジェスチャー(移動を含まない

運動)・静止を含む基礎的運動の中でコントロール，
そ、う，きりん，うさぎ，へび，鳥，昆虫，魚など 協応，均衡，平衡，上昇などを経験・発達させるべき

である。

(乗り物) 対比的な速度・緊張・継続・形・大きさ・方向・高

電車，大型パス，オートバイ，飛行機，船，遊園 さを探求すべきである。また，彼らが行ったことを描

地の乗り物など
写(口頭で)すべきである。

音楽を含む，ある範囲のまた多様な対比的な刺激で

作ることを体験すべきである。自然な反応や計画され
歌を伴う連動遊びゃ簡単なフォークダンスなどを た課題を通してムードや感情を探求する機会が与えら

含めて指導することができる れるべきである。

リズム的反応が発達することを援助されるべきであ

る。

明確な「はじめ/なか/おわり」を持ったダンス創

作を体験すべきでありまたは導かれるべきである。
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表 3) 

日 本 英 国

学 校 キーステージ 2(7 ~11歳)

3 ・4 生徒たちは:

0いろいろな題材の様子を動きにより表現する

(1) 燦や風船などの特徴をとらえた動きの表現 な「はじめ/なか/おわり」を持ったダンス創
(軽い，やわらかい動きを中心に)

作をすべきである。また，カリキユラムの他の
(2) いろいろな機械やロボットなどの特徴をと

側面，特に音楽やドラマと共同作業すべきであ
らえた動きの表現

表
(硬い，機械的な動きを中心に) る。

(3) おまつりやポップコーンなどの特徴をとら)現
えた動きの表現 さまざまな形や大きさ・方向・高さ・緊張・

(楽しく，にぎやかにはずむ動きを中心に) 継続によって運動を豊富するように指導される
(4) 嵐やロケットの発射などの特徴をとらえた

べきである。
表 動きの表現

(激しい力強い動きを中心に)

日
一つの刺激に反応して，運動で感情やムード

やアイデアを表現すべきである。また，簡単な現 フ
民本 郷土の民摘を取り上げる。オ

キャラクターや物語を創作すべきである。踊
ク

外 (1) キンダー・ポルカ(ドイツ)ダ

運 ン 国
(2) エース・オブ・ダイヤモンド(デンマーク) さまざまなダンスを描写したり，解釈したり

ス 民
踊 (3) グスタフス・コール(スウェーテザン) すべきである。

5・6

動 。いろいろな題材の感じを動きにより表現する

(1) 稲妻やとび散る火花など鋭い瞬発的な感じ

の動きを中心とする表現

表 (2) 火山の爆発や溶岩の流れなど，激しい感じ

と粘る抵抗ある感じの動きを中心とする表現

現 (3) 波と船や，風と凧など，対立・対応する感

じの動きを中心とする表現

(4) 建設作業の様子やスポーツ活動など，はじ

め，なか，おわりを工夫した表現

フ 本日
郷土の民踊を取り上げる。オ

民踊

ク
外 (1) パージニア・リール(アメリカ)ダ

ン 国
(2) コロブチカ(ロシア)

ス 民
(3) マイム・マイム(イスラエル)踊
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ジ 3(11-14歳)

生徒たちは:

意味やアイデアを伝達するために，よ内切

作法や様式， :t支持貯をいかに使用したり発j主

た Vj する古、を~~土えられる/'よさである。

学

いろいろな子}マによる表現

げ) いろいろなテ旨マから中心となる感じを素

王立くとらえて表現する。

(;~)、ろいろな子一マから中心となる!惑じをと

らえ，連続や変化;こようでひと流れの動きを

工夫して表現する。

2簡単な作品の創作

(l) いろいろなテ…マから中心となる感じをと

，悩と集団0)勤き方や場所の使い方を工

し摘み。

(2¥ テーずを選んで，表したい内容にふさわし

いはこぴれまじめ p な お わ 1))を工夫し

て街単な作。日1をさリり p 踊る o

lu-B 創作の"FJliI!
cと表。銀賞

ヱド

首IJ

斗j

ネ之中

伴奏形式に対して感受性を示しつつ短いダン

スを創{宇したり j声技したりするように誤射草され

るべきでふる。

言11

後式への理解を示し，セットダンスそ演技す

ように教えられるべきで、ある。

ブ、

彼らの意思や結果l (奇書い)文書や口頭で

の被写で，彼らのダシス創作支えることを

えられるべきであるり

株式の差異・制作!ID'文化的/歴史的文脈を

認識することでダシスを抗写したり号分析した

り匂解釈することを教えられるべきでzふる。

初-げ〉民踊受取り上げる。

オクラホマ。ミキサー(アメリカ)

iごード Lブスカ・ポルカ(チェコスロパキ

オヌロー )1'、/

〔選出選定の考えブJJ

る2)o中lこ治さ

について，されてい

すると思われる

されることになった。こ寸ショナル・ :!Ji)キュラム

一二そ+: 21) eJ 三h にバ ιζ)-
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表 5) 

日 本 英 国

局 等 学 校 キーステージ 4(14-16歳)

l 作品の創作 生徒たちは:

(1) いろいろなテーマによる動きの工夫 複雑で技術的により高度なダンスを正確に，

ア対象の特徴を素早くとらえて踊る。 表現的に演技することを教えられるべきである。

創! イ動きの連続，変化
芸術的意図が成功裡に交流できるダンスを創作

作 (2) いろいろなテーマによる群の構成や場所の
する機会を与えられるべきである。

ダ きダ 使い方の工夫

(3) いろいろなテーマによる全体のはこび(筋
形式や内容の理解を示しつつ，ある範囲の様

/ 式をダンスする機会を与えられるべきである。

ス
みち)の工夫

J 2 発表会 創作の経過を記録することを可能にさせるべ

[~ー設定の視長| きである。

B 創作の手順 彼らの創作のための制作面を工夫したり，デ
ス

日 ザインしたりすることを指導されるべきである。

本
郷土の畏踊を取り上げる。

中
民

フ
踊 注)(制作:舞踊効果を上げるための装置・配光・

高 オ (1) タンゴ・ミクサー(アメリカ)
衣装など)

ク (2) ミザルー(ギリシャ)

ダ タト (3) ロード・ツー・ジ・アイルス(スコットラ 創作・演技・文化/歴史的文脈・制作を含む
ン 国

ンド) ダンスの全ての側面を描写したり解釈したり，ス
民踊

〔曲目選定の考え方〕 評価したりすることの機会を与えられるべきで

ある。

GCSE (A) or (AS) 

年齢

イン

年齢 8 13 16 

図 1[イギリスの学校制度]
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日 本

小松恵理子 29 

3 ) 
英 国

1 時間完結の授業の流れ

指導の流れ

A Structure for each Lesson Plan 

(by Marion Gough 1993) 

指導内容 期待する反応を引き出すポイント

導| ウォームアツ
入 フp 先生自身が元気に楽しそうに行う。

-課題提不

5悪 極限化の指導|イメージとかけあわせて行う。

題

提 多様化の指導 イメージを広げる言葉を準備して

刀t おく。

個別化の指導 自分のやってみようと思うイメー

ジを必ずひとつもたせる。

グループ分け

多様化の指導 お互いのイメージを動きながら交

換させる。黒板に動いてみたイメー

課 ジを整理する。

題 先生の視点もプラスする。

の 個別化の指導 この課題で教えたいことを選んだ

展 イメージにかけて再度おさえてお

関 極限化の指導 く。

-リハーサル 一番いいところを見つけてあげる。

自分たちの長さでよいが，はじめ

-発表 と終りを大切にする。

ま
-感想、・まとめ この課題で教えたいことをうまく

と とらえていたグループをほめる。
め

-この課題で教えたいことを明確にして授業案を考える。

-極限化・多様化・個別化の指導を場面に応じてくり返

し行う。

Movement aims 

ラパンの運動分析法による運動の構成要素 Body 

/ Action・Space. Dynamics . Relationshipか

ら導き出される。

Stimulus 

Movement aimsに応じて運動を引き出すための

具体材料。例)彫刻の写真・詩・小道具など

Introduction/Warm up 

身体を運動をできる状態に持っていく準備選動。

また，心を解放する。

さらに，その日の課題の材料(運動)の提供もこ

こで行うこともある。

例)travel/ swing/ stretches 

既に経験した，単一運動を幾っかつなぐ。

Exploration 

刺激によって運動をさらに深く探求する。個人で

行うことが多い。

例)写真や絵などの赤や青など色から受ける印象

で，先の運動を変える。

Development (+ Dance) 

先に見つけ出した運動をパートナーとの関係を考

えたり，ダンスフレーズとして変化・発展させる。

Appreciation and Evaluation 

お互いの作品やシーケンスやフレーズを見せ合い，

良い点，もっと工夫できる点について，話し合う。
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3 )同じ課題で異なる動きを考える。

(即興)

日) I本のいろいろな所を使って。

展開

恥!交って IExpioration 

、i 総て、1覧(γ!" I 跳削B躍童 惨汁咽件叫i回昨叫ヨ芯叫仕;

一人でi波蕊ぶ O 二入で遊ぺる I 回ヰ車転→小さ〈へ→日跳兆躍から?だ円【ぞ午~f-十f1へ炉

造電ヰ半t江L.飛行機' レ一シングカ一暗 くくぐ、つた tり) ， i 口一!リjング→f糾新綿J抗日11いしい、育形2寸勺fボ一;スζへ

平z:がしたり・ 7布投げできる 1])日velopment

日)くぐって変身争どこでもドアー )パ」トナ P を見つけ上記のシ ω ケンスを用い，

輸をくくっ t:1:) ，そこは不思議の世界 i パートトーとの附:をー探求する課題付される c

どににくぐるi::，海の底。みたこともないよろな 2)お互いJこ離れで立ち g 次に近づくところから踊

深海魚， ， ， り始める。

今度はどこにいけるかなっ I :1)いくつ〉川 fメ } ジ を 臥 て 闘 を 探 射 る 課

主主がだされる。

終ヲ伝

つにことを見せ合おう。 Evaluation 

彼らの創作した窃Jきを見せあい p ぞれについて剖論

する。



舞踊の効果的指導法の研究 小松恵理子 31 

表 8) 

日本

22) 9) 
英 国

(社)日本女子体育連盟平成7年度 (1995)夏期講座|キーステージ 2(7 ~11歳)

<学校体育講座>一小学校の部一

中学年(表現運動)

Warm-up 

リズムダンスを踊る。

既製の曲に振りつけられた踊りを踊る。

(注:子供や先生が動きを創ることもある。)

展開

「洗うーどうなったJ(第二時)を友達と工夫する。

終末

1 )課題を知る。

例)じゃがいもを洗うよ。

ゴツゴツ， ドロドロのじゃがいもー洗面器

にボーンーゴッツン，ゴロゴロ・・

2 )三人組で洗濯する物を決めて， どうなったの

か動く。

見せ合う。

高学年(表現運動)

Warm-up 

「伸びるー縮むJ運動を，リズミカルに反復しつつ，

身体を意識させ，極限(精一杯)への挑戦と動き

の質の変化(多様化)を知覚させる。

展開

終末

1) ["走る 止まるJ運動の連続から，急速・急止

など対極の性質を強調しつつ，表現的イメー

ジの世界へ引き入れる。

2 )グループ表現一課題「くずれるー築く jのイ

メージを出し合う。グループで表したい内容

にまとめる。 仲間で見せ合い・修正し踊り込

む。

発表(見せ合い) ・まとめ

Raventone Primary School 

Warm-up 

1 )基本的な現代舞踊のテクニックの練習を行う。

例)弾性運動/バランスを取りながら伸展/パー

トナーと向き合う/位置を入れ替わり，伸展

Exploration 

二グループに分けられ次のような課題が与えられた o

Hu--Eれる
走るーポーズB一離れる

走るーポーズA+B一離れる

2 )上記運動を用いシーケンスを作る。

①走るーポーズA-離れるつ repeat

②走るーポーズB-離れる」

③①+②身体接触をしないで

④①+②身体接触をしながら

→位置交換

Development 

Q ，0 各クーループは線から群へと隊形と，

ふと 変えるように指示される。

ι7 '¥ 

o o 

方向を

1 )各グループは全く上記と同じシーケンスを行う

が異なる印象が生じる。

2 )彼らは来期の発表会でこの作品をみせることに

なっている。

4人の生徒(男子 2女子 2)がこの作品の次のステッ

プを示す。
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表 9) 

日 本

3 ) 
英 国

1時間完結の授業の実践例

走るー止まる(中学 1年生男女・ 3時間目)

指 導内容

集合・挨拶

キーステージ 3(11 ~14歳)

Addy and Stan hope School 

Warm-up 

1920年代のステップ(チヤールストン)の特徴を持っ

た簡単なシーケンスを覚える。受I(1) ダンスウォームアップ

会 8.8.4.4.2.2.1.1.1.1

のリズムで

Exploration 

これらのステップを組合せる。

集合

Development 

展 1(2) 課題の提示 | パートナーとの関係を考える。
関|

| ①その場で座って空気が「止まるj感じをつか
15 I 分! ませる。 IEvaluation 

彼ら自身の動きについて討論する。

②イメージとかけ合わせいろいろな「走る」を

発見させる。 IWestwood School 

I Warm-up 

③「止まる」を抜き出して練習させる。(走らず| 基礎的運動を行う。

にその場で) I 歩/走/

④走る一止まる，走る 止まる，止まる・止ま IExploration 
る・止まるという，ひと流れの長さをつかま Object(はしご/箱/布/蛇の目傘)を用い運動を

せる。 I 考える

Development 

⑤4人組でリーダーに続け向。(動きながら| パートナーとの関係を考える。

のブレインストーミング)

(3) 課題の展開 IE四 luation

①グループで一つのイメージを決めてひと流れ| 創作した動きを見せ合い，討論する。

坦| にさせる。 I

分

②通して蹄らせる。

集合

EI凶 3~4 グループずつ見せ合う。
め 1(5) 感想まとめ

10 
分
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んどが男子生徒の 3グループの作品を銭語。

ウエイトやサスペンションを材料 iこした作!日!を展
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やすいように配慮された結果であると考え忘れる。)

2 )ピテオ②

2人の生徒の作品が紹介されていた。有名作家の
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口住市

(
日
分

。友達(2人1と動いてみる。

動きの手がかり在つくる。

。大Jflで見出しを読む。

一~…一…v…ぃ…………
参考: (16-18歳)

:3) GCSE， lペル試島長の経験者

Aレベル試験を受け/ごい者lj川週に 6 問特別 L、F

スン否受ける。

下に

。指導者のひとながれを動く。

一胸に当てて返る ほおり投げる

r号、り込む一

新聞紙になって動く。

(工)指導者の指示で

府
市

二一日日

現代舞踊干クニソタ/様々なダンススタイ;レ/創

作技術(ラパン分析を馬いた)即興/森鴎際法

/舞踊史/霧踊記諮法等学

彼らの多くは学外でのレッスンを受けてい心。

ti 
A 

新聞紙そ見たτてひとながれに

4人グループヴイメージを出し台、い記録す

るρ

人組の相手のjEA示で

ジャンケンで勝った生徒から先生役

fにして動かし合う。

(
初
八
万

記互

正ポ

掲示しとみんなで見る。

イメージを出しあってデッサン

つのイメ A ジを動く。

-ひとつを選ぴ踊り込む。

ノ/、ーブ}~~Im ~アドバイス
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Body/ Action， Space， Dynamics， Relationship 

例)Movement aims-travel， turn， gesture (Actionの下位項目)

注)ラパンの基礎理論では運動の構成要素を 5領域とし， BodyとActionを分けて示す場合もある。(図 2) 

D a n c e 

I(ovement Space Sound Performer Audience 

Action locomotion.stepping， ju田ping..turning. gesture. stillness! 

Body body parts. joints.surfaces/body shapes!symmetrical.asym田etrical!

Space levels!directions/distance/path曹ays!

Dynamics : phrasing/timig!effort一曹eight.space.time. flow/ 

Relationship:proxi皿ity/oricntation!unison.canon/touch!liftl

※各要素の下位項目は一部を列挙してある。

図2 舞踊の媒体

注)Laban Centreでは Danceの媒体を運動/空間/音/演技者/観客とし，特に Labanの

基礎理論である「運動分析」についての詳細な講義・創作実習が行なわれる。:Milca Leo 

n a Choreological studies (Basic Laban Studies)の授業より。

2) Warm up 

運動ができるように，脈拍・体温・関節の可動性・筋温をあげ，身体を強化する。また，身体全体だ

けでなく身体部位を動かすことを注意し，安全に身体を動かすことや正しい姿勢をとることが促される。

指導者は積樫的な雰囲気を作り出すように努力する。最後に，次のセクションである「運動探求/発展j

への関連を考え.rねらい」に関連する内容を折り込む。

3) Explorationand Development (+Dance) 

1 ) Exploration 

模倣・変化(再構成，拡大，対比)・繰り返し(習得)という活動をしながら， rねらい」から生じ

る，新しいアイデアを探求することや生徒の(運動的)語葉を拡大することに重点が置かれる。対比

的課題は有効な手段であるとしている。

例)急速に動く一静止する。全身一部分。

2) Development 

練習の必要な運動技術の発達に重点が置かれる。生徒自身の作業や他の人々との作業を選択し・繰

り返し・明瞭化することを奨励される。そして，たとえどんなに短くてもシーケンス(単一の運動で

なく，それらが組み合わされ強弱をもっ，一流れのまとまりを持たせる。日本では一般的にリズムパ
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